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Abstract
　　Detailed analyses of liquefaction in historical documents help evaluations of possible 
future occurrences of this hazard. The 1854 Iga-Ueno earthquake caused damage in Yamashiro, 
which is the old name for what is now the southern part of Kyoto prefecture. Occurrence of 
localized liquefaction at Fushimi, which is characterized by eruption of mud and sand, and 
damage to a storehouse, is documented in a journal of the Bizen-Okayama domain. The site 
where the liquefaction occurred is located in detail by examination of historical documents and 
maps. The old maps and excavational investigations show that the site had been a buried pond 
and consists of loose sand layers. The liquefaction possibly occurred under local conditions of 
high groundwater level and the existence of loose sand layer.
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史料集 巻 編著 開始頁 終了頁
『大日本地震史料』 下 震災予防調査会（1904） 329 360
『日本地震史料』 武者（1951） 33 73
『新収日本地震史料』 第 5巻別巻 3 東京大学地震研究所（1986） 1 293
『新収日本地震史料』 補遺 東京大学地震研究所（1989） 938 981
『新収日本地震史料』 続補遺別巻 東京大学地震研究所（1994） 356 413
『日本の歴史地震史料』 拾遺別巻 宇佐美（1999） 397 466
『日本の歴史地震史料』 拾遺 2 宇佐美（2002） 256 295
『日本の歴史地震史料』 拾遺 3 宇佐美（2005） 389 463
『日本の歴史地震史料』 拾遺 4ノ上 宇佐美（2008） 516 587
『日本の歴史地震史料』 拾遺 5ノ上 宇佐美（2012） 480 484
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図 2  ［a］村上町の周辺の現在の地図。［b］［c］の範囲を破線の枠でしめした。国土地理院の電子地形図（タ
イル）に枠を追記した。［b］『山城国紀伊郡伏見国切絵図』（注 5，村上町周辺を拡大した）。［c］［b］
のトレース。岡山藩伏見屋敷のみ太線で表示し，一部の文字を翻刻した。
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5（1996年 9 月以前の震度階級）ないしは震度 5
強（1996年10月以降の計測震度による震度階級）
以上の地域内にあり，地層や地下水位の条件に







































































































































































































































注 1  「池田家文庫諸職交替データベース」http://
ousar.lib.okayama-u.ac.jp/ikedake/shoshiki/，
2017年 7 月15日
注 2  影印本が刊行されている。伊賀上野地震に関
する記事は，史籍研究会（1986）に収載され
ている。
注 3  『増訂大日本地震史料』第 3巻（文部省震災予
防評議会，1943）p.329の『庚寅地震記』を参
照している
注 4  林屋（1976）や月桂冠株式会社社史編集委員
会（1987）では『寛文10年伏見古絵図』となっ
ているもの。
注 5  高精細画像ファイルで閲覧できる。http://
ousar.l ib.okayama-u.ac.jp/ikedake/ezu/
metadata/1056，2017年 7 月15日
注 6  http://digital-museum.pref.tottori.jp/contents/
jin403_detail.asp?cd=00080，2017年 7 月15日




注 8  目録は京都市歴史資料館（2016）









































































































































（投 稿 受 理：平成29年 7 月18日
訂正稿受理：平成30年 3 月29日）
要　　旨
　史料にみられる液状化現象の詳細な分析により，将来の液状化の発生について評価すること
ができる。1854年伊賀上野地震は山城（現在の京都府南部）に被害を及ぼしたが，伏見（現在の
京都市伏見区）で局所的に液状化が発生しており，備前岡山藩の記録に泥や砂の噴出や蔵の倒
壊が記述されている。史料や地図の詳細な検討により，この液状化の発生地点を特定した。さ
らに古い時代の地図や同じ敷地内での考古学的な発掘調査を検討したところ，この地点は池を
埋め立てた場所であり，地下に砂層をふくむことがわかった。
